
JP 2016-52425 A 2016.4.14

10

(57)【要約】
【課題】照明光のエネルギーを有効に利用可能な内視鏡
システムを提供する。
【解決手段】内視鏡システムを、被写体を照明する照明
光を放射する照明光源と、照明光の一部を受光して発電
する光電気変換手段と、光電気変換手段によって発電さ
れた電力を蓄電する蓄電手段とから構成する。蓄電手段
は、蓄電された電力によって内視鏡システム内の所定の
負荷回路を駆動可能である。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体を照明する照明光を放射する照明光源と、
　前記照明光の一部を受光して発電する光電気変換手段と、
　前記光電気変換手段によって発電された電力を蓄電する蓄電手段と、
を備え、
　前記蓄電手段は、
　　蓄電された電力によって内視鏡システム内の所定の負荷回路を駆動可能である、
内視鏡システム。
【請求項２】
　前記蓄電手段への電力供給状態を検出する状態検出手段と、
　検出された電力供給状態に応じて前記負荷回路に電力供給を行う駆動電源を外部電源又
は前記蓄電手段に設定する駆動電源設定手段と、
を備える、
請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項３】
　前記駆動電源設定手段は、
　　前記蓄電手段への電力供給が行われている場合に前記駆動電源を外部電源に設定し、
　　前記蓄電手段への電力供給が行われていない場合に前記駆動電源を該蓄電手段に設定
する、
請求項２に記載の内視鏡システム。
【請求項４】
　前記蓄電手段の電池残量を検出する電池残量検出手段
を備える、
請求項１から請求項３の何れか一項に記載の内視鏡システム。
【請求項５】
　前記電池残量検出手段により満充電が検出されると、前記蓄電手段への電力供給を遮断
する電力供給遮断手段
を備える、
請求項４に記載の内視鏡システム。
【請求項６】
　前記駆動電源が前記蓄電手段に設定されているときに前記電池残量検出手段により第一
の閾値未満の電池残量が検出されると、縮退運転を行う、
請求項４又は請求項４を引用する請求項５に記載の内視鏡システム。
【請求項７】
　前記駆動電源が前記蓄電手段に設定されているときに前記電池残量検出手段により第一
の閾値未満の電池残量が検出されると、所定の警告を行う警告手段
を備える、
請求項４、請求項４を引用する請求項５又は請求項６に記載の内視鏡システム。
【請求項８】
　前記駆動電源設定手段は、
　　前記駆動電源が前記蓄電手段に設定されているときに前記電池残量検出手段により第
一の閾値未満の電池残量が検出されると、該駆動電源を該蓄電手段に設定する、
請求項４、又は請求項４を引用する、請求項５から請求項７の何れか一項に記載の内視鏡
システム。
【請求項９】
　前記照明光源の点灯状態を判定する点灯状態判定手段と、
　前記点灯状態判定手段により判定された点灯状態に応じて前記光電気変換手段をオン又
はオフさせるオンオフ制御手段と、
を備える、
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請求項１から請求項８の何れか一項に記載の内視鏡システム。
【請求項１０】
　前記光電気変換手段と前記蓄電手段とを電気的に接続及び接続解除する接続手段
を備え、
　前記接続手段は、
　　前記オンオフ制御手段により前記光電気変換手段がオンされているとき、該光電気変
換手段と前記蓄電手段とを接続し、
　　前記オンオフ制御手段により前記光電気変換手段がオフされているとき、該光電気変
換手段と前記蓄電手段との接続を解除する、
請求項９に記載の内視鏡システム。
【請求項１１】
　前記負荷回路は、
　　少なくとも前記照明光源の回路を含む、
請求項１から請求項１０の何れか一項に記載の内視鏡システム。
【請求項１２】
　前記照明光源は、
　　主光源と副光源を有し、
　　　前記主光源は、
　　　　前記外部電源より電力が供給されるときに駆動され、
　　　前記副光源は、
　　　　前記蓄電手段より電力が供給されるときに駆動される、
請求項２を引用する、請求項３から請求項１１の何れか一項に記載の内視鏡システム。
【請求項１３】
　前記照明光源から放射される照明光の光路を、該照明光を被写体に照明するための光路
と該照明光を前記光電気変換手段に入射させるための光路とに分離する光路分離手段
を備える、
請求項１から請求項１２の何れか一項に記載の内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被写体を照明する照明光を放射する照明光源を備える内視鏡システムに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　人の食道や腸などの管腔内を観察するための内視鏡システムが知られている。この種の
内視鏡システムは、照明光を放射する光源を有するプロセッサと、照明光を管腔内の被写
体に照明するためのスコープを備えている。光源には、例えば、キセノンランプやハロゲ
ンランプ等の高輝度ランプが使用される。高輝度ランプから放射される照明光は光量が大
きいため、被写体の観察に適した光量になるように減光されている。
【０００３】
　例えば特許文献１に、光源から放射された照明光を減光する内視鏡システムが記載され
ている。特許文献１に記載の内視鏡システムは、照明光の光路中に照明光を減光するため
の減光板を備えている。減光板は網目の大きさの異なる複数の網目領域を備えている。光
路に配置する網目領域を切り替えることにより、照明光の光量が調整される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００７－２８９５８１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００５】
　しかし、特許文献１に記載の内視鏡システムでは、網目領域を透過しない照明光は利用
されず熱となって放射される。そのため、特許文献１に記載の内視鏡システムでは、照明
光の利用効率及び電力の利用効率が悪いという問題が指摘される。
【０００６】
　本発明は上記の事情に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、照明光の
エネルギーを有効に利用可能な内視鏡システムを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の課題を解決する本発明の一実施形態の内視鏡システムは、被写体を照明する照明
光を放射する照明光源と、照明光の一部を受光して発電する光電気変換手段と、光電気変
換手段によって発電された電力を蓄電する蓄電手段とを備える。蓄電手段は、蓄電された
電力によって内視鏡システム内の所定の負荷回路を駆動可能である。
【０００８】
　このような構成によれば、従来熱等になって無駄に捨てられていた照明光のエネルギー
を用いて内視鏡システム内の負荷回路を駆動することにより、照明光のエネルギーの有効
利用が達成される。
【０００９】
　また、本発明の一実施形態の内視鏡システムは、蓄電手段への電力供給状態を検出する
状態検出手段と、検出された電力供給状態に応じて負荷回路に電力供給を行う駆動電源を
外部電源又は蓄電手段に設定する駆動電源設定手段とを備える構成としてもよい。
【００１０】
　駆動電源設定手段は、蓄電手段への電力供給が行われている場合に駆動電源を外部電源
に設定し、蓄電手段への電力供給が行われていない場合に駆動電源を蓄電手段に設定する
構成としてもよい。
【００１１】
　また、本発明の一実施形態の内視鏡システムは、蓄電手段の電池残量を検出する電池残
量検出手段を備える構成であってもよい。
【００１２】
　また、本発明の一実施形態の内視鏡システムは、電池残量検出手段により満充電が検出
されると、蓄電手段への電力供給を遮断する電力供給遮断手段を備える構成としてもよい
。
【００１３】
　また、本発明の一実施形態の内視鏡システムは、駆動電源が蓄電手段に設定されている
ときに電池残量検出手段により第一の閾値未満の電池残量が検出されると、縮退運転を行
う構成としてもよい。
【００１４】
　また、本発明の一実施形態の内視鏡システムは、駆動電源が蓄電手段に設定されている
ときに電池残量検出手段により第一の閾値未満の電池残量が検出されると、所定の警告を
行う警告手段を備える構成であってもよい。
【００１５】
　駆動電源設定手段は、例えば、駆動電源が蓄電手段に設定されているときに電池残量検
出手段により第一の閾値未満の電池残量が検出されると、駆動電源を蓄電手段に設定する
。
【００１６】
　また、本発明の一実施形態の内視鏡システムは、照明光源の点灯状態を判定する点灯状
態判定手段と、点灯状態判定手段により判定された点灯状態に応じて光電気変換手段をオ
ン又はオフさせるオンオフ制御手段とを備える構成としてもよい。
【００１７】
　また、本発明の一実施形態の内視鏡システムは、光電気変換手段と蓄電手段とを電気的
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に接続及び接続解除する接続手段を備える構成としてもよい。この場合、接続手段は、オ
ンオフ制御手段により光電気変換手段がオンされているとき、光電気変換手段と蓄電手段
とを接続し、オンオフ制御手段により光電気変換手段がオフされているとき、光電気変換
手段と蓄電手段との接続を解除する。
【００１８】
　内視鏡システム内の所定の負荷回路は、例えば少なくとも照明光源の回路を含む。
【００１９】
　照明光源は、主光源と副光源を有する構成としてもよい。この場合、主光源は、外部電
源より電力が供給されるときに駆動され、副光源は、蓄電手段より電力が供給されるとき
に駆動される。
【００２０】
　また、本発明の一実施形態の内視鏡システムは、照明光源から放射される照明光の光路
を、照明光を被写体に照明するための光路と照明光を光電気変換手段に入射させるための
光路とに分離する光路分離手段を備える構成としてもよい。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明の実施形態によれば、照明光のエネルギーを有効に利用可能な内視鏡システムが
提供される。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の実施形態にかかる内視鏡システムの構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の実施形態にかかる内視鏡システムの動作フローを示す図である。
【図３】本発明の実施形態にかかる内視鏡システムの駆動電源の切替制御に関する動作フ
ローを示す図である。
【図４】本発明の実施形態にかかる内視鏡システムの電池残量モニタフローを示す図であ
る。
【図５】本発明の実施形態にかかる内視鏡システムの蓄電フローを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照しながら説明する。なお、以下においては
、本発明の一実施形態として内視鏡システムを例に取り説明する。
【００２４】
［内視鏡システム１の構成］
　図１は、本実施形態の内視鏡システム１の構成を示すブロック図である。図１に示され
る内視鏡システム１は、医療用の撮像システムであり、電子スコープ１００、プロセッサ
２００、モニタ３００及び蓄電ユニット４００を有している。
【００２５】
　電子スコープ１００は、ライトガイド１０１、照明光学系１０２、対物光学系１０３、
イメージセンサ１０４及びＡＦＥ（Analog Front End）１０５を備えている。
【００２６】
　プロセッサ２００は、システムコントローラ２０１、システム電源ユニット２０２、光
源電源ユニット２０３、光源ランプ２０４、非常灯２０５、光学ユニット２０６、太陽電
池２０７及び操作パネル２０８を備えている。システム電源ユニット２０２は、商用電源
から蓄電ユニット４００を介して入力される電力又は蓄電ユニット４００から入力される
電力を電子スコープ１００及びプロセッサ２００内の各ブロックに供給する。これにより
、内視鏡システム１を動作させる。
【００２７】
　光源ランプ２０４は、光源電源ユニット２０３によって駆動制御され、照明光（白色光
）を放射する。光源ランプ２０４には、キセノンランプ、ハロゲンランプ、水銀ランプ、
メタルハライドランプ等の高輝度ランプ、又ＬＤ（Laser Diode）、ＬＥＤ（Light Emitt
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ing Diode）等が用いられる。光源ランプ２０４から放射された照明光は、光学ユニット
２０６に入射される。光学ユニット２０６は、光源ランプ２０４に近い順に、ビームスプ
リッタ２０６ａ、フィルタ２０６ｂ、集光レンズ２０６ｃを有している。ビームスプリッ
タ２０６ａは、光源ランプ２０４から放射された照明光の光路を２つに分離する。ビーム
スプリッタ２０６ａに入射された照明光は、一部がビームスプリッタ２０６ａを透過して
フィルタ２０６ｂに入射され、一部がビームスプリッタ２０６ａで反射されて太陽電池２
０７の受光面に入射される。ビームスプリッタ２０６ａは、例えば、ハーフミラーである
。
【００２８】
　フィルタ２２１は、透過率に波長依存性を有している。フィルタ２０６ｂは、例えば、
赤外線を反射し可視光を透過させるＩＲカットフィルタ、特定の波長帯域の可視光のみを
透過させるダイクロイックフィルタ、紫色又は紫外の波長帯域の光のみを透過させるフィ
ルタ等である。フィルタ２０６ｂを透過した照明光は、集光レンズ２０６ｃによって集光
されライトガイド１０１内に入射される。
【００２９】
　ライトガイド１０１に入射された照明光は、電子スコープ１００の先端部に向けてライ
トガイド１０１内を導波される。ライトガイド１０１内を導波された照明光は、電子スコ
ープ１００の先端部内に配置されたライトガイド１０１の端面より射出される。ライトガ
イド１０１の端面より射出された照明光は、照明光学系１０２を介して電子スコープ１０
０から射出され、被写体を照明する。被写体で反射された照明光（反射光）は、対物光学
系１０３を介してイメージセンサ１０４に入射され、イメージセンサ１０４の受光面上の
各画素で被写体像を結ぶ。イメージセンサ１０４は、例えば、ＣＣＤ（Charge Coupled D
evice）イメージセンサやＣＭＯＳ（Complementary Metal Oxide Semiconductor）イメー
ジセンサである。
【００３０】
　イメージセンサ１０４の各画素は、結像された被写体像を光量に応じた電荷として蓄積
する。蓄積された電荷（画素信号）は、周知の色差線順次のインターレース方式に基づい
て読み出される。ＡＦＥ１０５は、イメージセンサ１０４から読み出される画素信号に対
して信号増幅処理やＡ／Ｄ変換処理を施して映像信号を生成し、システムコントローラ２
０１に送信する。
【００３１】
　システムコントローラ２０１は、ＡＦＥ１０５から受信した映像信号に対して色変換処
理及び色補正処理を施し、モニタ３００に送信する。モニタ３００は、システムコントロ
ーラ２０１から受信した映像信号に基づいて被写体の観察映像を表示する。
【００３２】
　蓄電ユニット４００は、インレット端子付きの電源ケーブル５００を介して商用電源に
接続された補助電源ユニットであり、スイッチＳＷ１～ＳＷ３、システムスイッチ４１０
及び蓄電池４２０を備えている。蓄電池４２０は、電池セル４２１、蓄電状態モニタ４２
２、電池残量モニタ４２３、過充電保護回路４２４及びスイッチＳＷ４を備えている。
【００３３】
［蓄電ユニット４００の蓄電フロー］
　内視鏡システム１は、通常、商用電源から供給される電力で動作する。但し、内視鏡シ
ステム１は、停電等の非常時には、蓄電ユニット４００から供給される電力で動作する。
図２に、蓄電ユニット４００の蓄電フローを示す。本フローの処理は、内視鏡システム１
の動作中継続して実行される。なお、本フローの説明は、商用電源から内視鏡システム１
への電力供給が行われている前提で行う。
【００３４】
［図２のＳ１０１（電池残量の検出）］
　本処理ステップＳ１０１では、電池残量モニタ４２３が電池セル４２１の電池残量を検
出する。
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【００３５】
［図２のＳ１０２（電池残量の判定）］
　本処理ステップＳ１０２では、電池残量モニタ４２３が検出結果に基づいて電池セル４
２１の電池残量が１００％（満充電）であるか否かを判定する。
【００３６】
［図２のＳ１０３（蓄電動作）］
　本処理ステップＳ１０３は、電池セル４２１の電池残量が１００％と判定されなかった
場合（Ｓ１０２：ＮＯ）に実行される。本処理ステップＳ１０３では、電池残量モニタ４
２３が過充電保護回路４２４を制御してスイッチＳＷ４をオン（又はオン状態が維持）す
る。これにより、商用電源から電池セル４２１への電力供給が開始（又は継続）されて、
電池セル４２１が蓄電される。
【００３７】
［図２のＳ１０４（過充電保護動作）］
　本処理ステップＳ１０４は、電池セル４２１の電池残量が１００％と判定された場合（
Ｓ１０２：ＹＥＳ）に実行される。本処理ステップＳ１０４では、電池残量モニタ４２３
が過充電保護回路４２４を制御してスイッチＳＷ４をオフする。これにより、商用電源か
ら電池セル４２１への電力供給が遮断されて、電池セル４２１の過充電が防止される。
【００３８】
　処理ステップＳ１０３（蓄電動作）又は処理ステップＳ１０４（過充電保護動作）の実
行後、本フローの処理は、処理ステップＳ１０１（電池残量の検出）に戻る。すなわち、
電池セル４２１の電池残量は定期的にチェックされる。
【００３９】
［内視鏡システム１の駆動電源の切替制御に関する動作フロー］
　図３は、内視鏡システム１の駆動電源の切替制御に関する動作フローを示す。本フロー
の処理は、術者がシステムスイッチ４１０をオンすることで開始され、内視鏡システム１
の動作が停止するまで実行される。
【００４０】
［図３のＳ２０１（電力供給状態の検出）］
　本処理ステップＳ２０１では、蓄電状態モニタ４２２が電池セル４２１への電力供給状
態を検出する。
【００４１】
　なお、蓄電状態モニタ４２２は、電池セル４２１の電池残量が数％未満の場合は動作す
ることができない。但し、この場合であっても、商用電源から内視鏡システム１への電力
供給が行われていれば、電池セル４２１が蓄電される。蓄電状態モニタ４２２は、電池セ
ル４２１の電池残量が蓄電により数％に達した時点で動作を開始して、電池セル４２１へ
の電力供給状態を検出する。
【００４２】
［図３のＳ２０２（電力供給状態の判定）］
　本処理ステップＳ２０２では、蓄電状態モニタ４２２が検出結果に基づいて商用電源か
ら内視鏡システム１への電力供給が正常に行われているか否かを判定する。
【００４３】
［図３のＳ２０３（スイッチ制御）］
　蓄電状態モニタ４２２は、電池セル４２１への電力供給が行われている場合、商用電源
から内視鏡システム１への電力供給が正常に行われていると判定する（Ｓ２０２：ＹＥＳ
）。本処理ステップＳ２０３では、電池セル４２１からシステムコントローラ２０１へ微
弱電力が供給される。システムコントローラ２０１は、電池セル４２１より供給される微
弱電力で動作してスイッチＳＷ２及びＳＷ３を切替制御する。
【００４４】
　具体的には、図１に示されるように、スイッチＳＷ２は、端子ａ４２０、端子ｂ２０２

、端子ｃ５００を有している。スイッチＳＷ２の端子ａ４２０、端子ｂ２０２、端子ｃ５
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００はそれぞれ、蓄電池４２０、システム電源ユニット２０２、商用電源に接続されてい
る。また、スイッチＳＷ３は、端子ａ４２０、端子ｂ３００、端子ｃ５００を有している
。スイッチＳＷ３の端子ａ４２０、端子ｂ３００、端子ｃ５００はそれぞれ、蓄電池４２
０、モニタ３００、商用電源に接続されている。本処理ステップＳ２０３では、スイッチ
ＳＷ２において端子ｂ２０２と端子ｃ５００とが接続されると共に、スイッチＳＷ３にお
いて端子ｂ３００と端子ｃ５００とが接続される。これにより、商用電源からシステム電
源ユニット２０２及びモニタ３００へ電力が供給されて、電子スコープ１００、プロセッ
サ２００、モニタ３００が動作可能となる。なお、スイッチＳＷ２及びＳＷ３は、各種駆
動電源の故障等の非常時を考慮して、蓄電ユニット４００に備えられた不図示の操作スイ
ッチにより手動で任意に切替可能となっている。
【００４５】
　本処理ステップＳ２０３の実行後、本フローは、電池セル４２１の過充電を防止するた
め、図２の蓄電フローに遷移する。
【００４６】
［図３のＳ２０４（スイッチ制御）］
　蓄電状態モニタ４２２は、電池セル４２１への電力供給が行われていない場合、商用電
源から内視鏡システム１への電力供給が正常に行われていないと判定する（Ｓ２０２：Ｎ
Ｏ）。本処理ステップＳ２０４において、システムコントローラ２０１は、電池セル４２
１より供給される微弱電力で動作してスイッチＳＷ２及びＳＷ３を切替制御する。
【００４７】
　具体的には、本処理ステップＳ２０４ではスイッチＳＷ２において端子ｂ２０２と端子
ａ４２０とが接続されると共に、スイッチＳＷ３において端子ｂ３００と端子ａ４２０と
が接続される。これにより、蓄電池４２０からシステム電源ユニット２０２及びモニタ３
００へ電力が供給されて、電子スコープ１００、プロセッサ２００、モニタ３００が動作
可能となる。そのため、術者は、停電等の非常時であっても内視鏡システム１を動作させ
て、体腔内等の被写体を観察することができる。
【００４８】
　蓄電池４２０による電力供給量は、商用電源と比べると限られている。そのため、術者
は、操作パネル２０８を操作することにより、照明光源を消費電力の少ない非常灯２０５
に任意に切り替えることができる。また、照明光源は、蓄電池４２０が駆動電源になると
、強制的に非常灯２０５に切り替えられてもよい。すなわち、内視鏡システム１の駆動電
源が商用電源であるときには光源ランプ２０４が照明光源として選択され、内視鏡システ
ム１の駆動電源が蓄電池４２０であるときには非常灯２０５が照明光源として選択されて
もよい。
【００４９】
　なお、内視鏡システム１の起動時、非常灯２０５は、光源ランプ２０４から放射される
照明光の光路を遮らない位置に退避されている。非常灯２０５は、操作パネル２０８によ
り照明光源として選択されると、上記の光路に挿入される。
【００５０】
　本処理ステップＳ２０４の実行後、本フローは、電池セル４２１の電池残量をモニタす
るため、図４の電池残量モニタフローに遷移する。
【００５１】
［電池残量モニタフロー］
［図４のＳ３０１（電池残量の検出）］
　本処理ステップＳ３０１では、電池残量モニタ４２３が電池セル４２１の電池残量を検
出する。
【００５２】
［図４のＳ３０２（電池残量の判定）］
　本処理ステップＳ３０２では、電池残量モニタ４２３が検出結果に基づいて電池セル４
２１の電池残量が所定値未満（例えば１０％未満）であるか否かを判定する。電池残量が
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所定値未満でないと判定された場合（Ｓ３０２：ＮＯ）、本フローは、処理ステップＳ３
０１（電池残量の検出）に戻る。
【００５３】
［図４のＳ３０３（縮退運転）］
　本処理ステップＳ３０３は、電池セル４２１の電池残量が所定値未満であると判定され
た場合（Ｓ３０２：ＹＥＳ）に実行される。本処理ステップＳ３０３では、内視鏡システ
ム１の機能を部分的に停止・制限させる縮退運転が行われる。これにより、内視鏡システ
ム１の稼働状態が維持されつつ電池セル４２１の電力消費量が抑えられる。
【００５４】
［図４のＳ３０４（メッセージの表示）］
　本処理ステップＳ３０４では、システムコントローラ２０１がモニタ３００に所定のメ
ッセージを表示させる。一例として、「蓄電池の電池残量が少ないのでコンセントを接続
してください。」等の警告メッセージが表示される。なお、メッセージの表示に代えて又
は加えて所定の警告音を再生させてもよい。
【００５５】
［図４のＳ３０５（スイッチ制御）］
　本処理ステップＳ３０５では、システムコントローラ２０１がスイッチＳＷ２の端子ｂ

２０２と端子ｃ５００とを接続すると共に、スイッチＳＷ３の端子ｂ３００と端子ｃ５０

０とを接続する。これにより、蓄電池４２０からシステム電源ユニット２０２及びモニタ
３００への電力供給が停止されて、商用電源からシステム電源ユニット２０２及びモニタ
３００への電力供給が開始される。
【００５６】
［蓄電ユニット４００の蓄電フロー］
　本実施形態では、電池セル４２１を蓄電するにあたり、光源ランプ２０４より放射され
る照明光のエネルギーが有効利用される。図５は、照明光のエネルギーを有効利用した、
システムコントローラ２０１による蓄電フローを示す。
【００５７】
［図５のＳ４０１（点灯指示操作の判定）］
　本処理ステップＳ４０１では、光源ランプ２０４に対する点灯指示操作の有無により光
源ランプ２０４が点灯しているか消灯しているかが判定される。
【００５８】
［図５のＳ４０２（太陽電池のオン）］
　光源ランプ２０４に対する点灯指示操作が行われている場合、光源ランプ２０４が点灯
していると判定される（Ｓ４０１：ＹＥＳ）。本処理ステップＳ４０２では、太陽電池２
０７がオンされる。これにより、ビームスプリッタ２０６ａにて反射された照明光（光源
ランプ２０４からの照明光）が太陽電池２０７の受光面に受光され、太陽電池２０７にお
いて、受光された照明光の光量に応じた電力が発生する（発電する）。
【００５９】
［図５のＳ４０３（スイッチ制御）］
　本処理ステップＳ４０３では、スイッチＳＷ１がオンされる。これにより、太陽電池２
０７で発生した電力が電池セル４２１に蓄電される。
【００６０】
　本処理ステップＳ４０３の実行後、本フローは、電池セル４２１の過充電を防止するた
め、図２の蓄電フローに遷移する。
【００６１】
［図５のＳ４０４（太陽電池のオフ）］
　光源ランプ２０４に対する点灯指示操作が行われていない場合、光源ランプ２０４が消
灯していると判定される（Ｓ４０１：ＮＯ）。本処理ステップＳ４０４では、太陽電池２
０７がオフされる。
【００６２】
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［図５のＳ４０５（スイッチ制御）］
　本処理ステップＳ４０５では、スイッチＳＷ１がオフされる。これにより、電池セル４
２１に蓄電されている電力が太陽電池２０７を介して放電される不都合が避けられる。
【００６３】
　このように、図５の蓄電フローでは、光源ランプ２０４より放射された照明光の一部が
太陽電池２０７によって電力に変換されて電池セル４２１に蓄電される。これにより、従
来熱等になって無駄に捨てられていた照明光のエネルギーの有効利用が達成される。
【００６４】
　以上が本発明の例示的な実施形態の説明である。本発明の実施形態は、上記に説明した
ものに限定されず、本発明の技術的思想の範囲において様々な変形が可能である。例えば
明細書中に例示的に明示される実施形態等又は自明な実施形態等を適宜組み合わせた内容
も本願の実施形態に含まれる。
【００６５】
　蓄電ユニット４００は、上記の実施形態では、商用電源の代替的な駆動電源として動作
するが、別の実施形態では、商用電源からシステム電源ユニット２０２に供給されるべき
電力の一部を負担する構成であってもよい。この場合、内視鏡システム１は、商用電源と
蓄電ユニット４００の両方の駆動電源で動作する。そのため、商用電源に対する消費電力
が抑えられる。
【００６６】
　蓄電ユニット４００は、上記の実施形態では、プロセッサ２００と別体であるが、別の
実施形態では、プロセッサ２００内に組み込まれてもよい。
【符号の説明】
【００６７】
１　　内視鏡システム
１００　　電子スコープ
１０１　　ライトガイド
１０２　　照明光学系
１０３　　対物光学系
１０４　　イメージセンサ
１０５　　ＡＦＥ
２００　　プロセッサ
２０１　　システムコントローラ
２０２　　システム電源ユニット
２０３　　光源電源ユニット
２０４　　光源ランプ
２０５　　非常灯
２０６　　光学ユニット
２０６ａ　　ビームスプリッタ
２０６ｂ　　フィルタ
２０６ｃ　　集光レンズ
２０７　　太陽電池
２０８　　操作パネル
３００　　モニタ
４００　　蓄電ユニット
４１０　　システムスイッチ
４２０　　蓄電池
４２１　　電池セル
４２２　　蓄電状態モニタ
４２３　　電池残量モニタ
４２４　　過充電保護回路
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要解决的问题：提供一种能够有效利用照明光的能量的内窥镜系统。 内
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力。 它由用于存储电力的存储装置组成。 蓄电单元可以通过蓄电来驱动
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